
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 広島文教大学 

設置者名 学校法人武田学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

教育 

教育 

（初等教育専攻） 

夜 ・

通信 

20 20 77 117 

13 

 

19  8 46 73  

教育 

（中等教育専攻） 

夜 ・

通信 

20 20 14 54 

13 

 

19 8 9 36  

人間科 

人間福祉 
夜 ・

通信 

20 0 116 136 

13 

 

19 1 100 120  

心理 
夜 ・

通信 

20 8 31 59 

13 

 

19 6 24 49  

人間栄養 
夜 ・

通信 

20 2 59 81 

13 

 

19 0 34 53  

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
夜 ・

通信 

20 10 36 66 

13 

 

19 8 28 55  

（備考） 

教育学部教育学科（初等教育専攻、中等教育専攻）、並びに人間科学部人間福祉学

科、心理学科、人間栄養学科、グローバルコミュニケーション学科は、学年進行での

教育課程の変更途上にあるため、「実務経験のある教員等による授業科目の単位数」

欄には、上段に新課程、下段に旧課程の各単位数を記載した。 

  
 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲載 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 広島文教大学 

設置者名 学校法人武田学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲載 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 個人病院 院長 

4 年 
令和 6年 4月 1
日～令和 10年
3 月 31 日 

経営全般 

非常勤 医療法人 理事長 

4 年 
令和 6年 4月 1
日～令和 10年
3 月 31 日 

経営全般 

非常勤 株式会社 取締役会長 

4 年 
令和 6年 4月 1
日～令和 10年
3 月 31 日 

経営全般 

非常勤 株式会社 代表取締役 

4 年 
令和 6年 4月 1
日～令和 10年
3 月 31 日 

経営全般 

非常勤 株式会社 名誉会長 

4 年 
令和 6年 4月 1
日～令和 10年
3 月 31 日 

経営全般 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 広島文教大学 

設置者名 学校法人武田学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）は、大学設置基準に定める「成績評価基準等の明示等」の

内容を踏まえ、また、大学教育の質保証を担保する観点から策定した定義、役割、様

式、成績評価方法の記入例のほか、「卒業認定・学位授与の方針」に沿ったコモンルー

ブリックを示したガイドラインにより作成する。 

記載項目としては、「ナンバリング」「オフィスアワー」「他学科履修区分」「履修

条件」「授業のねらいと概要」「双方向性確立の方法」「授業計画（各回分）」「期末試

験」「到達目標」「成績評価方法」「成績評価基準」「テキスト」「その他教材」などか

ら成り、教務委員会が公開を前に第三者的な立場から各学部・学科の「卒業認定・

学位授与の方針」「教育課程編成・実施の方針」に即して内容のチェックをおこな

う。 

例年、２月初旬～３月初旬を授業科目担当者による作成・入力期間とし、履修登録

開始時期の３月中旬にポータルシステムにおいて公開している。 

授業計画書の公表方法 
大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲載 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

「広島文教大学授業科目履修規程」に、授業科目の履修及び学業成績の基準、成績

評価、卒業要件等に関する内容を明示している。 

授業科目の学修成果の評価に関しては、授業計画書（シラバス）への記載のほか、

学生に配付している『学生生活ハンドブック』において、「試験と成績評価について」

として授業の参加の度合いや平素の学修状況、臨時試験（小テスト等）の成績、期末

試験の成績、研究報告の成績等によって総合的に判定する旨を明記している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

「広島文教大学 GPA 制度取扱要項」において、「成績評価点」「GPA の算出方法」等

に関して以下のとおり定め、学生に配付している『学生生活ハンドブック』にも掲載

し周知しているほか、成績の分布状況等を把握し、履修指導、学修成果の評価、卒業

判定等に役立てている。 

 

〈以下、関係分 抜粋〉 

 

（成績評価点） 

第２条 成績評価点（以下「GP」という。）は、次の基準により行う。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 成績表示が E（失格）の場合、GP値は０とする。 

３ 成績評価の詳細は、各教員がシラバスに示した方法による。 

４ 成績表示が「D」となった科目について再試験を受験した場合、従前の成績評価

は、再試験後の成績評価の GPに置き換えることとする。 

５ 第３条に規定する通算 GPＡ値が 2.0未満の学生は、前期では履修登録期間終了ま

で、後期では履修登録変更期間終了までに、当該学期から卒業するまでの履修につ

いて担当チューターによる指導を受け、その内容を所定の履修計画書にまとめ、所

属学科長の承認を得て学生サポート課に提出することとする。 

 

（GPAの算出方法） 

第３条 GPAには、在学期間を通して算出した通算 GPA、年度ごとに算出した年度 GPA

及び学期ごとに算出した学期 GPAがあり、いずれもその計算方法は、次のとおりと

し、計算値は、小数点以下第２位を四捨五入して表記する。 

 
4.0×Sの修得単位数＋3.0×Aの修得単位数＋2.0×Bの修得単位数＋1.0×Cの修得単位数  

      総履修登録単位数（算出時に H、I となった単位数を除く。） 

 

（GPAの対象とならない科目） 

第４条 評点を示さず、認定によって単位を修得した科目については、GPA の対象と

ならないこととする。 

 

成績評価 表  示 成  績 GP 

秀 S 90～100点 4.0 

優 A 80～89点 3.0 

良 B 70～79点 2.0 

可 C 60～69点 1.0 

不可 D 60点未満 0 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲載 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/ 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、「卒業認定･学位授与の方針」を定め、建学の精神及び学園訓に基づき、

謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判断力とたくましい実践力を身に

つけた人材の育成を目的とし、「育心育人」という教育理念の具現化を通して、「自立

した人材」の育成を目的とし、その目的を達成するために、「広島文教大学における教

育研究目的に関する規程」に基づく「（1）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的

な行動に移す能力（実践力）」「（2）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする

姿勢（自律性）」「（3）リテラシーに基づくコミュニケーション力」「（4）専門的な知識･

技能の活用力」「（5）豊かな人間性（育心育人）」といった能力を修得及び育成し、社

会に有用な人材を育成することを教育目標としている。 

なお、「卒業認定･学位授与の方針」に掲げる教育目標の達成状況については、「教育

課程編成・実施の方針」に照らし、「学修成果の評価に関する方針」に基づく「卒業研

究」「総括テスト、レポート等」「育心アンケート」による評価のほか、各種採用試験・

国家試験の合格率、資格の取得状況などについても評価の観点として設定しており、

卒業判定にあっては、学則において「広島文教大学授業科目履修規程」に定める所定

の卒業要件を満たした者について、教授会における協議を経て学長が卒業を認定する

こととしている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲載 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/ 
 





  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 教育学部教育学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲

載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」により、教育学部教育学科の人材

養成に関する目的、その他の教育研究上の目的を次のとおり定める。 

 

教育学部教育学科は、教育に関する専門的な知識や技能を修得し、主体性と協同性を持

った逞しい実践力のある人材を育成する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公

表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

建学の精神及び学園訓に基づき、謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判

断力とたくましい実践力を身につけた人材の育成を目的とし、「育心 育人」という教育理

念の具現化を通して、「自立した人材」の育成を目的とする。その目的を達成するために、

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」に定める本学科の目的に基づく以下

の能力を修得及び育成し、社会に有用な人材を育成することを教育目標とする。 

 

（1）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的な行動に移す能力（実践力） 

自らの目標達成のために解決しなければならない課題に対して、状況に対する正しい理

解とそれに基づく最適な判断、そして積極的な態度で行動することができます。 

（2）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする姿勢（自律性） 

予測困難な社会の中で、たくましく生き抜いてゆこうとする姿勢を身に付けることがで

きます。 

（3）リテラシーに基づくコミュニケーション力 

言語に関わる高度なリテラシーを獲得し、それに基づくコミュニケーション能力を実践

的生活に活用することができます。 

（4）専門的な知識･技能の活用力 

教職、教科教育及び保育等の教育学に関わる専門的な知識･技能を獲得し、それを職業生

活において活用することができます。 

（5）豊かな人間性（育心 育人） 

「育心 育人」の精神に基づく他者への配慮、多様性への理解、自らの人間性の向上を通

して人間性あふれる豊かな社会を実現しようとする態度を身に付けることができます。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の

公表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げた教育目標達成のために、教養教育科目及び専門教育科

目、その他必要と考える科目を体系的に配置し、教育目標との関連を示すためにナンバリ

ングをおこなう。また、学修系統を容易に把握できるように、科目の関係をカリキュラム

マップにより明示する。なお、本学科の学修内容、学修方法、学修成果の評価の在り方に

ついては、以下のとおりとする。 

 

1. 学修内容 

 (1) 教養教育では、現実の問題を多面的に考える力や社会で必要となる基礎的なスキルと



  

ともに、たくましく生きる力を身につけることを目的として初年次教育及びキャリア形成

教育をおこなう。 

 (2) 語学教育では、英語学修専用施設(Bunkyo English Communication Center)を活用し

た少人数教育によるアクティブ･ラーニングを通して外国語の活用力の育成をはかる。 

 (3) 専門教育では、教育学の体系性に基づいて、科目を適切な学年･期に配置し、その関連

性をカリキュラムマップによって示す。 

2. 学修方法 

(1) 双方向性を実現し、能動的な学修態度と実践力を養うために ICT 機器を活用する。 

(2) 自律学修習慣を身につけるために、「育心の時間」（オフィスアワー）を活用して学

修成果評価後の指導を実施する。 

(3) 実践力及びコミュニケーション力を養うために、少人数の授業ではアクティブ･ラー

ニングを取り入れる。 

(4) 教育者として求められる豊かな人間性を育成するために、「プログラム育心」を実施

する。 

3. 学修成果の評価の在り方 

学科全体に関わる評価は学科長によって、学年別の評価はチューターによって、専門教

育科目の GPA に基づいて評価する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ペ

ージ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げる人材を育成するために、教育課程編成・実施の方針に

よって定める学修内容及び学修方法を通じて自立した人材へと成長できる以下の資質を持

った入学者を求め、多様な選抜方法を実施する。 

 

(1) 入学前教育に対して持続的に取り組むことができる。 

(2) 高等学校等までの学習内容のうち、国語を中心とした学習を通じてコミュニケーショ

ン力及びリテラシーの基礎的な力を身に付けている。 

(3) 自立するために必要な教育学に関する専門的知識･技能を修得しようとする意欲があ

る。 

(4) 本学の教育理念を理解し、心の在り方を問い続けようとする意欲がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 人間科学部人間福祉学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲

載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」により、人間科学部人間福祉学科

の人材養成に関する目的、その他の教育研究上の目的を次のとおり定める。 

 

人間科学部人間福祉学科は、誰もが安心していきいきと暮らすことができる、福祉社会

を支える知識と技術をもった心豊かな人材を育成する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公

表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

建学の精神及び学園訓に基づき、謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判

断力とたくましい実践力を身につけた人材の育成を目的とし、「育心 育人」という教育理

念の具現化を通して、「自立した人材」の育成を目的とする。その目的を達成するために、

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」に定める本学科の目的に基づく以下

の能力を修得及び育成し、社会に有用な人材を育成することを教育目標とする。 

 

（1）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的な行動に移す能力（実践力） 

自らの目標達成のために解決しなければならない課題に対して、状況に対する正しい理

解とそれに基づく最適な判断、そして積極的な態度で行動することができます。 

（2）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする姿勢（自律性） 

予測困難な社会の中で、たくましく生き抜いてゆこうとする姿勢を身につけることがで

きます。 

（3）リテラシーに基づくコミュニケーション力 

言語に関わる高度なリテラシーを獲得し、それに基づくコミュニケーション能力を実践

的生活に活用することができます。 

（4）専門的な知識･技能の活用力 

個人の尊厳を重視し支援する能力等の社会福祉学に関わる専門的な知識･技能を獲得し、

それを職業生活において活用することができます。 

（5）豊かな人間性（育心 育人） 

「育心 育人」の精神に基づく他者への配慮、多様性への理解、自らの人間性の向上を通

して人間性あふれる豊かな社会を実現しようとする態度を身につけることができます。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の

公表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げた教育目標達成のために、教養教育科目及び専門教育科

目、その他必要と考える科目を体系的に配置し、教育目標との関連を示すためにナンバリ

ングをおこなう。また、学修系統を容易に把握できるように、科目の関係をカリキュラム

マップにより明示する。なお、本学科の学修内容、学修方法、学修成果の評価の在り方に

ついては、以下のとおりとする。 

 

1. 学修内容 

(1) 教養教育では、現実の問題を多面的に考える力や社会で必要となる基礎的なスキルを

身につけるとともに、たくましく生きる力を身につけることを目的として初年次教育及び

キャリア形成教育をおこなう。 

(2) 語学教育では、英語学修専用施設（Bunkyo English Communication Center）を活用

した少人数教育によるアクティブ･ラーニングを通して外国語の活用力の育成をはかる。 

(3) 専門教育では、社会福祉学の体系性に基づいて、科目を適切な学年･期に配置し、その



  

関連性をカリキュラムマップによって示す。 

2. 学修方法 

 (1) 双方向性を実現し、能動的な学修態度と実践力を養うために ICT 機器を活用する。 

 (2) 自律学修習慣を身につけるために、「育心の時間」（オフィスアワー）を活用して学

修成果評価後の指導を実施する。 

 (3) 実践力及びコミュニケーション力を養うために、少人数の授業ではアクティブ･ラー

ニングを取り入れる。 

 (4) 福祉マインドに基づく豊かな人間性を育成するために、「プログラム育心」を実施す

る。 

3. 学修成果の評価の在り方 

学科全体に関わる評価は学科長によって、学年別の評価はチューターによって、専門教

育科目の GPA に基づいて評価する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ペ

ージ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げる人材を育成するために、教育課程編成・実施の方針に

よって定める学修内容及び学修方法を通じて自立した人材へと成長できる以下の資質を持

った入学者を求め、多様な選抜方法を実施する。 

 

(1) 入学前教育に対して持続的に取り組むことができる。 

(2) 高等学校等までの学習内容のうち、国語を中心とした学習を通じてコミュニケーショ

ン力及びリテラシーの基礎的な力を身につけている。 

(3) 自立するために必要な社会福祉学に関する専門的知識･技能を修得しようとする意欲

がある。 

(4) 本学の教育理念を理解し、心の在り方を問い続けようとする意欲がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 人間科学部心理学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲

載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」により、人間科学部心理学科の人

材養成に関する目的、その他の教育研究上の目的を次のとおり定める。 

 

人間科学部心理学科は、心身の健康に関する専門的な知識や技能を身につけた、リーダ

ーとして地域に貢献できる人材を育成する。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公

表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

建学の精神及び学園訓に基づき、謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判

断力とたくましい実践力を身につけた人材の育成を目的とし、「育心 育人」という教育理

念の具現化を通して、「自立した人材」の育成を目的とする。その目的を達成するために、

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」に定める本学科の目的に基づく以下

の能力を修得及び育成し、社会に有用な人材を育成することを教育目標とする。 

 

（1）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的な行動に移す能力（実践力） 

自らの目標達成のために解決しなければならない課題に対して、状況に対する正しい理

解とそれに基づく最適な判断、そして積極的な態度で行動することができます。 

（2）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする姿勢（自律性） 

予測困難な社会の中で、たくましく生き抜いてゆこうとする姿勢を身につけることがで

きます。 

（3）リテラシーに基づくコミュニケーション力 

言語に関わる高度なリテラシーを獲得し、それに基づくコミュニケーション能力を実践

的生活に活用することができます。 

（4）専門的な知識･技能の活用力 

心の多様性と普遍性を理解し、それをもって社会貢献する能力等の心理学に関わる専門

的な知識･技能を獲得し、それを職業生活において活用することができます。 

（5）豊かな人間性（育心 育人） 

「育心 育人」の精神に基づく他者への配慮、多様性への理解、自らの人間性の 向上を

通して人間性あふれる豊かな社会を実現しようとする態度を身につけることができます。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の

公表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げた教育目標達成のために、教養教育科目及び専門教育科

目、その他必要と考える科目を体系的に配置し、教育目標との関連を示すためにナンバリ

ングをおこなう。また、学修系統を容易に把握できるように、科目の関係をカリキュラム

マップにより明示する。なお、本学科の学修内容、学修方法、学修成果の評価の在り方に

ついては、以下のとおりとする。 

 

1. 学修内容 

 (1) 教養教育では、現実の問題を多面的に考える力や社会で必要となる基礎的なスキルと

ともに、たくましく生きる力を身につけることを目的として初年次教育及びキャリア形成

教育をおこなう。 

 (2) 語学教育では、英語学修専用施設（Bunkyo English Communication Center）を活用

した少人数教育によるアクティブ･ラーニングを通して外国語の活用力の育成をはかる。 

 (3) 専門教育では、心理学の体系性に基づいて、科目を適切な学年･期に配置し、その関連



  

性をカリキュラムマップによって示す。 

2. 学修方法 

(1) 双方向性を実現し、能動的な学修態度と実践力を養うために ICT 機器を活用する。 

(2) 自律学修習慣を身につけるために、「育心の時間」（オフィスアワー）を活用して学

修成果評価後の指導を実施する。 

(3) 実践力及びコミュニケーション力を養うために、少人数の授業ではアクティブ･ラー

ニングを取り入れる。 

(4) 人間に関する専門職業人として社会貢献する上で必要な豊かな人間性を育成するた

めに、「プログラム育心」を実施する。 

3. 学修成果の評価の在り方 

学科全体に関わる評価は学科長によって，学年別の評価はチューターによって，専門教

育科目の GPA に基づいて評価する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ペ

ージ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げる人材を育成するために、教育課程編成・実施の方針に

よって定める学修内容及び学修方法を通じて自立した人材へと成長できる以下の資質を持

った入学者を求め、多様な選抜方法を実施する。 

 

(1) 入学前教育に対して持続的に取り組むことができる。 

(2) 高等学校等までの学習内容のうち、国語を中心とした学習を通じてコミュニケーシ 

ョン力及びリテラシーの基礎的な力を身につけている。 

(3) 自立するために必要な心理学に関する専門的知識･技能を修得しようとする意欲があ

る。 

(4) 本学の教育理念を理解し、心の在り方を問い続けようとする意欲がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 人間科学部人間栄養学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲

載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」により、人間科学部人間栄養学科

の人材養成に関する目的、その他の教育研究上の目的を次のとおり定める。 

 

人間科学部人間栄養学科は、健康及び食に関する専門的な知識や技術と豊かな人間性を

身につけた人材を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公

表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

建学の精神及び学園訓に基づき、謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判

断力とたくましい実践力を身につけた人材の育成を目的とし、「育心 育人」という教育理

念の具現化を通して、「自立した人材」の育成を目的とする。その目的を達成するために、

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」に定める本学科の目的に基づく以下

の能力を修得及び育成し、社会に有用な人材を育成することを教育目標とする。 

 

（1）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的な行動に移す能力（実践力） 

自らの目標達成のために解決しなければならない課題に対して、状況に対する正しい理

解とそれに基づく最適な判断、そして積極的な態度で行動することができます。 

（2）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする姿勢（自律性） 

予測困難な社会の中で、たくましく生き抜いてゆこうとする姿勢を身につけることがで

きます。 

（3）リテラシーに基づくコミュニケーション力 

言語に関わる高度なリテラシーを獲得し、それに基づくコミュニケーション能力を実践

的生活に活用することができます。 

（4）専門的な知識･技能の活用力 

食生活や健康に関わる課題を科学的に解決する能力等の栄養学に関わる専門的な知識･

技能を獲得し、それを職業生活において活用することができます。 

（5）豊かな人間性（育心 育人） 

「育心 育人」の精神に基づく他者への配慮、多様性への理解、自らの人間性の向上を通

して人間性あふれる豊かな社会を実現しようとする態度を身につけることができます。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の

公表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げた教育目標達成のために、教養教育科目及び専門教育科

目、その他必要と考える科目を体系的に配置し、教育目標との関連を示すためにナンバリ

ングをおこなう。また、学修系統を容易に把握できるように、科目の関係をカリキュラム

マップにより明示する。なお、本学科の学修内容、学修方法、学修成果の評価の在り方に

ついては、以下のとおりとする。 

 

1. 学修内容 

 (1) 教養教育では、現実の問題を多面的に考える力や社会で必要となる基礎的なスキルと

ともに、たくましく生きる力を身につけることを目的として初年次教育及びキャリア形成

教育をおこなう。 

 (2) 語学教育では、英語学修専用施設（Bunkyo English Communication Center）を活用

した少人数教育によるアクティブ･ラーニングを通して外国語の活用力の育成をはかる。 

 (3) 専門教育では、栄養学の体系性に基づいて、科目を適切な学年･期に配置し、その関連



  

性をカリキュラムマップによって示す。 

2. 学修方法 

 (1) 双方向性を実現し、能動的な学修態度と実践力を養うために ICT 機器を活用する。 

 (2) 自律学修習慣を身につけるために、「育心の時間」（オフィスアワー）を活用して学

修成果評価後の指導を実施する。 

 (3) 実践力及びコミュニケーション力を養うために、少人数の授業ではアクティブ･ラー

ニングを取り入れる。 

 (4) 食生活や健康の向上に貢献しようとする豊かな人間性を育成するために、「プログラ

ム育心」を実施する。 

3. 学修成果の評価の在り方 

学科全体に関わる評価は学科長によって、学年別の評価はチューターによって、専門教

育科目の GPA に基づいて評価する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ペ

ージ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げる人材を育成するために、教育課程編成・実施の方針に

よって定める学修内容及び学修方法を通じて自立した人材へと成長できる以下の資質を持

った入学者を求め、多様な選抜方法を実施する。 

 

(1) 入学前教育に対して持続的に取り組むことができる。 

(2) 高等学校等までの学習内容のうち、国語を中心とした学習を通じてコミュニケーショ

ン力及びリテラシーの基礎的な力を身につけている。 

(3) 自立するために必要な栄養学に関する専門的知識･技能を修得しようとする意欲があ

る。 

(4) 本学の教育理念を理解し、心の在り方を問い続けようとする意欲がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 人間科学部グローバルコミュニケーション学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ページ上に掲

載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」により、人間科学部グローバルコ

ミュニケーション学科の人材養成に関する目的、その他の教育研究上の目的を次のとおり

定める。 

 

人間科学部グローバルコミュニケーション学科は、実践的な英語力を身につけ、グロー

バルな視野で幅広いものの見方・考え方ができる自立した人材を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公

表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

建学の精神及び学園訓に基づき、謙虚で優雅な人間性と思いやりの心を持ち、正しい判

断力とたくましい実践力を身につけた人材の育成を目的とし、「育心 育人」という教育理

念の具現化を通して、「自立した人材」の育成を目的とする。その目的を達成するために、

「広島文教大学における教育研究目的に関する規程」に定める本学科の目的に基づく以下

の能力を修得及び育成し、社会に有用な人材を育成することを教育目標とする。 

 

（1）状況を見極め適切に判断し、計画を具体的な行動に移す能力（実践力） 

自らの目標達成のために解決しなければならない課題に対して、状況に対する正しい理

解とそれに基づく最適な判断、そして積極的な態度で行動することができます。 

（2）自らを律し、社会でたくましく生き抜こうとする姿勢（自律性） 

予測困難な社会の中で、たくましく生き抜いてゆこうとする姿勢を身につけることがで

きます。 

（3）リテラシーに基づくコミュニケーション力 

言語に関わる高度なリテラシーを獲得し、それに基づくコミュニケーション能力を実践

的生活に活用することができます。 

（4）専門的な知識･技能の活用力 

言語の公共的使用能力等のコミュニケーション学、及びこれに関連する応用的かつ実践

的領域に関わる専門的な知識･技能を獲得し、それを職業生活において活用することができ

ます。 

（5）豊かな人間性（育心 育人） 

「育心 育人」の精神に基づく他者への配慮、多様性への理解、自らの人間性の向上を通

して人間性あふれる豊かな社会を実現しようとする態度を身につけることができます。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の

公表」ページ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げた教育目標達成のために、教養教育科目及び専門教育科

目、その他必要と考える科目を体系的に配置し、教育目標との関連を示すためにナンバリ

ングをおこなう。また、学修系統を容易に把握できるように、科目の関係をカリキュラム

マップにより明示する。なお、本学科の学修内容、学修方法、学修成果の評価の在り方に

ついては、以下のとおりとする。 

 

1. 学修内容 

 (1) 教養教育では、現実の問題を多面的に考える力や社会で必要となる基礎的なスキルと

ともに、たくましく生きる力を身につけることを目的として初年次教育及びキャリア形成

教育をおこなう。 

 (2) 語学教育では、英語学修専用施設（Bunkyo English Communication Center）を活用

した少人数教育によるアクティブ･ラーニングを通して外国語の活用力の育成をはかる。 



  

 (3) 専門教育では、コミュニケーション学、及びこれに関連する応用的かつ実践的領域の

体系性に基づいて、科目を適切な学年･期に配置し、その関連性をカリキュラムマップによ

って示す。 

2. 学修方法 

(1) 双方向性を実現し、能動的な学修態度と実践力を養うために ICT 機器を活用する。 

(2) 自律学修習慣を身につけるために、「育心の時間」（オフィスアワー）を活用して学

修成果評価後の指導を実施する。 

(3) 実践力及びコミュニケーション力を養うために、少人数の授業ではアクティブ･ラー

ニングを取り入れる。 

(4) 実践的生活を超えた生き方へのまなざしを獲得し、豊かな人間性を育成するために、

「プログラム育心」を実施する。 

3. 学修成果の評価の在り方 

学科全体に関わる評価は学科長によって、学年別の評価はチューターによって，専門教

育科目の GPA に基づいて評価する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページの「教育情報の公表」ペ

ージ上に掲載 https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/airing/） 

（概要） 

卒業認定･学位授与の方針に掲げる人材を育成するために、教育課程編成・実施の方針に

よって定める学修内容及び学修方法を通じて自立した人材へと成長できる以下の資質を持

った入学者を求め、多様な選抜方法を実施する。 

 

(1) 入学前教育に対して持続的に取り組むことができる。 

(2) 高等学校等までの学習内容のうち、国語を中心とした学習を通じてコミュニケーショ

ン力及びリテラシーの基礎的な力を身につけている。 

(3) 自立するために必要なコミュニケーション学、及びこれに関連する応用的かつ実践的

領域に関する専門的知識･技能を修得しようとする意欲がある。 

(4) 本学の教育理念を理解し、心の在り方を問い続けようとする意欲がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学ホームページの「情報公開」ページ上に掲載 

https://www.h-bunkyo.ac.jp/university/about/disclose 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

222人

後半期

204人

112人

30人

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

広島文教大学

学校法人武田学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

211人

125人第Ⅰ区分

第Ⅱ区分 51人 62人内
訳 35人

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

222人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

学校コード（13桁） F134310109893

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人






